
林
市
藏
宛
山
縣
有
朋
書
簡
に
つ
い
て

 

小
笠
原　
　

慶　
　

彰

は
じ
め
に
‐
解
題
に
代
え
て

本
稿
で
取
り
扱
う
書
簡
は
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
十
月
十
五
日
付
（
消
印
も
十
月
十
五
日
）
で
山
縣
有
朋
か
ら
林
市
藏
宛
に
出

さ
れ
た
も
の
（
以
下
、
本
書
簡
）
で
あ
る
。
本
書
簡
そ
の
も
の
は
、
縦
約
二
十
㎝
、
横
約
六
百
㎝
の
和
紙
に
山
縣
自
身
に
よ
っ
て
毛
筆

書
き
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
表
装
さ
れ
て
巻
子
の
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
本
文
百
五
十
二
行
に
加
え
て
、
追
伸
七
行
が
あ
り
、
さ
ら

に
入
江
貫
一
に
よ
る
添
え
書
き
が
十
四
行
あ
る
。
封
筒
は
「
樞
密
院
用
」（
縦
約
二
四
㎝
、
横
約
十
㎝
）
が
使
用
さ
れ
、
名
宛
人
住
所

氏
名
は
「
山
口
縣
山
口
町
知
事
官
舎　

林
市
藏
殿
」、
差
出
人
住
所
氏
名
は
「
東
京
市
麹
町
區
永
田
町
官
舎　

入
江
貫
一
」
で
あ
る
。

十
九
銭
分
（
十
銭
一
枚
、
三
銭
三
枚
）
の
切
手
（
旧
大
正
毛
紙
切
手
＝
田
沢
切
手
）
が
貼
付
さ
れ
て
お
り
、
書
留
扱
い
で
親
展
と
さ
れ

て
い
る
。
巻
子
に
は
、
本
文
、
追
伸
、
添
え
書
き
、
封
筒
（
表
裏
を
開
い
た
状
態
）
が
、
す
べ
て
含
ま
れ
て
い
る
。

な
お
、
当
時
の
山
縣
は
、
枢
密
院
議
長
、
林
は
山
口
県
知
事
で
あ
っ
た
。
添
え
書
き
を
し
た
入
江
は
、
枢
密
院
議
長
秘
書
官
で
あ
り
、

山
縣
の
側
近
で
あ
る
。
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こ
の
巻
子
は
現
在
、
林
市
藏
ご
遺
族
の
手
許
に
保
管
さ
れ
て

い
る
。
本
稿
作
成
に
当
っ
て
は
、
ご
遺
族
の
了
解
の
下
に
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
（1）

。

と
こ
ろ
で
、
本
書
簡
の
本
文
は
、
す
で
に
翻
刻
さ
れ
て
『
山

口
縣
教
育
史
』
下
巻
（2）

お
よ
び
『
公
爵
山
縣
有
朋
傳
』
下
巻
（3）

に
採
録
さ
れ
て
い
る
。
当
時
の
翻
刻
に
当
っ
て
は
、
本
書
簡
本

文
の
現
物
が
使
用
さ
れ
た
の
か
、「
写
し
」
が
用
い
ら
れ
た
の

か
は
不
明
で
あ
る
が
、
校
訂
で
触
れ
る
よ
う
に
恐
ら
く
「
写
し
」

が
利
用
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
と
推
測
す
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら

二
回
の
翻
刻
・
採
録
に
お
い
て
、
意
図
的
に
原
文
を
改
変
し
た

と
思
わ
れ
る
部
分
、
そ
の
他
に
も
若
干
の
字
句
を
校
訂
し
て
再

度
本
文
全
文
の
翻
刻
を
行
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
追
伸
お
よ
び
添

え
書
き
に
つ
い
て
も
全
文
を
翻
刻
・
採
録
し
た
。

加
え
て
本
稿
で
は
、
採
録
し
た
本
書
簡
の
内
容
を
も
と
に
、

そ
の
時
代
背
景
に
つ
い
て
も
若
干
の
検
討
を
行
な
う
。

一　

本
文
等
の
翻
刻
・
採
録

ま
ず
、
以
下
に
本
文
・
追
伸
・
添
え
書
き
を
翻
刻
・
採
録
す
る
。

書簡書き出し部分（縮小）
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採
録
に
当
っ
て
は
、
原
文
の
改
行
等
は
考
慮
せ
ず
、
句
読
点
、
濁
点
を
補
い
、「
ニ
」
は
「
に
」、「
ハ
」
は
「
は
」
に
直
し
、
段
落
を

区
切
っ
た
。
旧
漢
字
・
異
体
字
・
か
な
づ
か
い
は
、
原
則
と
し
て
原
文
通
り
と
し
た
。
抹
消
さ
れ
た
文
字
は
、
記
載
し
て
い
な
い
。
明

ら
か
な
誤
字
・
脱
字
に
つ
い
て
も
修
正
し
た
。

﹇
本
文
﹈

 　

時
下
益
御
清
勝
欣
候
此
事
に
候
。
扨
は
先
般
田
中
参
謀
次
長
、
貴
管
下
地
方
へ
旅
行
相
成
候
由
に
て
、
過
日

面
會
之
節
、
種
々
其
近
情
并
に
貴
下
御
盡
瘁
の
模
様
を
も
承
及
候
。
殊
に
靑
年
団
に
關
し
て
も
、
不
一
方
御
配

意
の
趣
、
老
生
に
於
て
も
乍
蔭
喜
居
候
次
第
に
て
、
猶
此
上
共
一
層
の
御
盡
力
を
希
望
致
し
候
。

 　

申
ま
で
も
無
之
、
今
次
歐
州
大
戰
終
了
の
後
は
、
全
世
界
に
亘
り
精
神
上
物
質
上
非
常
な
る
變
化
を
來
し
、

我
帝
國
に
於
て
も
直
接
間
接
に
其
影
響
を
可
被
は
明
白
の
事
に
有
之
、
右
に
付
て
も
將
來
帝
國
を
憺
ひ
て
立
つ

べ
き
靑
年
に
は
確
乎
た
る
決
心
と
覺
悟
と
を
可
要
、
今
日
よ
り
豫
め
指
導
鍛
錬
す
る
の
要
は
、
今
更
多
言
を
要

す
間
敷
候
。
今
次
大
戰
の
原
因
は
種
々
可
有
之
候
へ
共
、
要
す
る
に
國
民
民
族
の
競
爭
の
結
果
に
外
な
ら
ず
。

而
し
て
此
競
爭
が
今
次
の
大
戰
に
依
り
、
中
歐
の
天
地
に
於
て
解
決
を
告
る
と
否
と
に
拘
は
ら
ず
次
に
起
る
べ

き
競
爭
は
必
ら
ず
東
亜
之
地
を
中
心
と
可
致
は
、
避
く
可
か
ら
ざ
る
必
至
の
情
勢
と
存
候
。
猶
之
を
想
像
す
る

に
其
競
爭
は
、
政
治
上
、
經
濟
上
種
々
の
形
式
を
以
顯
れ
、
遂
に
は
大
勢
の
赴
く
處
、
兵
力
に
訴
ふ
る
も
の
と

覺
悟
せ
ざ
る
可
ら
ざ
る
義
と
存
候
。

 　

幸
に
近
時
の
大
戰
に
當
り
て
は
帝
國
は
遠
く
交
戰
の
地
域
を
離
れ
、
直
接
の
害
毒
を
蒙
る
事
少
し
と
雖
も
、

戰
後
の
競
爭
に
關
し
て
は
直
接
に
波
瀾
を
被
り
、
此
間
若
し
一
歩
を
誤
ら
は
邦
家
千
載
の
悔
と
可
相
成
、
實
に

不
容
易
時
期
と
相
考
ら
れ
候
。
近
世
帝
國
は
列
強
と
交
渉
を
有
す
る
に
至
り
た
る
以
來
五
、六
十
年
間
の
事
を
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追
想
す
る
に
、
非
常
な
る
難
局
に
遭
遇
せ
し
事
一
再
な
ら
ず
。
今
日
よ
り
之
を
想
ふ
だ
に
尚
心
膽
の
寒
き
を
覺

ゆ
る
事
も
有
之
。
此
間
に
處
し
、
幸
に
難
局
を
披
き
國
運
の
伸
張
を
見
た
る
は
殆
ど
天
祐
と
も
申
す
べ
く
、
上

に
千
古
の
聖
帝
を
仰
ぎ
、
下
忠
正
の
國
民
あ
り
、
幾
多
の
賢
才
良
將
籌
謀
宜
し
き
を
得
、
相
俟
て
此
に
至
り
た

る
は
勿
論
な
が
ら
、
又
當
時
帝
國
は
列
強
の
間
に
位
し
其
地
位
必
ず
し
も
今
日
の
如
く
重
要
な
ら
ざ
り
し
に
も

因
る
べ
く
候
。

 　

然
に
今
日
に
至
り
て
は
、
帝
國
は
事
實
上
諸
列
強
と
伍
を
同
く
す
る
に
至
り
た
る
而
巳
な
ら
ず
、
今
後
列
強

が
東
亜
の
天
地
に
覇
を
爭
ふ
に
當
り
て
は
、
帝
國
は
彼
等
の
爲
に
重
大
な
る
競
爭
者
に
し
て
又
當
路
の
大
障
害

な
れ
ば
、
事
に
當
り
て
困
難
を
感
ず
る
の
度
も
、
昔
日
に
比
し
幾
層
倍
す
る
は
明
か
な
る
べ
く
候
。
髙
木
、
風

に
當
る
の
喩
へ
の
如
く
、
帝
國
の
地
位
は
戰
後
に
起
る
べ
き
大
颶
風
の
衝
に
當
る
髙
樓
と
も
可
申
、
基
礎
梁
棟

は
勿
論
、
戸
障
子
の
末
に
至
る
ま
で
寸
分
の
弛
み
無
き
に
非
れ
ば
、
能
く
此
大
風
を
凌
ぎ
て
全
き
を
保
つ
こ
と

能
は
ざ
る
べ
く
、
之
を
想
へ
ば
日
夜
、
忱
に
憂
に
堪
へ
ざ
る
次
第
に
有
之
候
。
此
來
る
べ
き
狂
風
怒
濤
の
日
に

帝
國
の
運
命
を
托
す
る
者
は
、
實
に
帝
國
靑
年
の
外
、
他
に
在
る
可
ら
ず
候
。

 　

如
御
承
知
、
今
日
に
於
て
國
運
の
進
展
は
、
一
、二
宰
相
の
指
導
に
の
み
依
る
可
ら
ず
。
又
單
に
陸
海
の
兵

力
に
の
み
賴
る
べ
か
ら
ず
。
國
民
を
擧
、
國
力
を
盡
し
、
所
謂
上
下
一
統
擧
國
一
致
の
力
ら
に
倚
ら
ざ
る
べ
か

ら
ず
。
精
神
上
將
た
物
質
上
、
各
種
の
方
面
に
靑
年
努
力
の
要
は
、
益
々
重
大
に
有
之
候
。
此
意
義
に
於
て
、

老
生
は
各
地
に
靑
年
団
設
置
せ
ら
れ
修
養
に
從
ふ
を
喜
ぶ
と
共
に
、
又
益
改
善
進
歩
し
て
眞
に
國
家
に
資
す
る

所
あ
ら
む
事
を
希
ふ
所
以
に
有
之
候
。

 　

殊
に
防
長
二
州
は
、
古
來
勤
王
の
歴
史
を
以
て
一
貫
し
、
又
近
く
四
境
に
敵
を
受
け
、
上
下
死
を
決
し
、
苦

心
惨
憺
王
事
に
盡
し
た
る
事
實
も
有
之
候
へ
は
、
其
靑
年
は
父
祖
の
遺
烈
に
顧
み
て
も
、
率
先
し
て
將
來
帝
國
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擁
護
の
責
に
任
ず
る
は
、
正
に
其
所
と
存
候
。
貴
下
、
恰
も
此
時
勢
に
際
し
、
牧
民
の
官
と
し
て
指
導
誘
掖
の

事
に
當
ら
れ
熱
心
從
事
せ
ら
る
ゝ
を
聞
き
、欣
喜
の
情
に
堪
ず
。偏
に
成
果
を
擧
ら
れ
ん
事
を
切
望
致
し
候
。之
、

啻
に
老
生
が
郷
土
の
爲
に
す
る
私
情
而
巳
な
ら
ず
、
實
は
帝
國
一
般
の
前
途
の
爲
に
、
已
み
難
き
の
宿
願
に
有

之
候
。

 　

老
生
、
齢
既
に
八
十
を
超
、
今
後
帝
國
の
爲
に
盡
す
の
餘
命
幾
何
も
無
之
、
只
々
將
來
あ
る
靑
年
に
帝
國
の

前
途
を
依
賴
す
る
の
外
、
無
之
候
。
老
生
の
眞
意
御
推
察
被
下
度
候
。
草
々
。

　
　
　
　
　
　
　

敬
白

大
正
六
年
十
月
十
五
日

　
　

椿
山
荘
庵
主

            

有
朋

林
山
口
縣
知
事
殿

﹇
追
伸
﹈

 

再
伸　

老
生
近
來
、老
人
病
と
し
て
手
指
顫
宸
甚
し
く
、殊
に
初
秋
來
宿
痾
相
發
、帰
東
後
も
只
今
全
快
に
不
到
、

蓐
上
執
筆
亂
毫
も
御
推
読
所
祈
候
草
々

﹇
添
え
書
き
﹈

 

拝
啓　

時
下
愈
御
清
勝
之
如
奉
慶
賀
候
。
陳
者
、
閣
下
宛
山
縣
公
爵
手
翰
、
同
封
御
送
付
申
上
候
間
、
御
受
納

被
下
度
願
上
候
。
右
は
、
同
公
爵
が
貴
地
靑
年
團
体
に
關
し
深
く
閣
下
の
御
盡
瘁
を
多
と
せ
ら
れ
、
猶
今
後
一
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層
の
向
上
発
展
を
希
望
せ
ら
る
ゝ
の
餘
り
、
親
し
く
執
筆
相
成
候
も
の
に
有
之
候
、
此
段
御
含
ま
で
に
申
添
候

　
　
　

草
々
敬
具

大
正
六
年
十
月
十
五
日

　
　
　
　

入
江
貫
一

林
山
口
縣
知
事
閣
下

以
上
が
、
本
書
簡
全
体
を
翻
刻
し
採
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

二　

校
訂
に
つ
い
て

次
に
、
書
簡
本
文
に
つ
い
て
、
重
要
な
校
訂
箇
所
を
示
す
。

前
述
の
通
り
、
本
文
に
つ
い
て
は
、
既
に
二
種
類
の
採
録
が
あ
る
。
再
記
す
れ
ば
『
山
口
縣
教
育
史
』
下
巻
（
以
下
、「
教
育
史
」）

お
よ
び
『
公
爵
山
縣
有
朋
傳
』
下
巻
（
以
下
、「
有
朋
伝
」）
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
本
稿
採
録
の
た
め
の
翻
刻
に
当
っ
て
は
、
明
記
し

た
こ
と
以
外
は
原
則
と
し
て
原
文
通
り
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、
過
去
の
翻
刻
に
つ
い
て
も
尊
重
し
、
本
文
文
意
か
ら
し
て
重
要
な
も

の
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
と
の
校
訂
の
内
容
を
示
す
。
た
だ
し
、
漢
字
・
仮
名
の
相
違
お
よ
び
送
り
仮
名
等
の
用
字
・
用
語
、
誤
字
・
脱
字
、

句
読
点
、
濁
点
、
段
落
の
付
け
方
に
関
し
て
は
、
こ
こ
で
は
取
り
上
げ
て
い
な
い
。
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①
時
候
の
挨
拶
と
起
し
言
葉

本
稿
で
は
、
時
候
の
挨
拶
お
よ
び
起
し
を

「
時
下
益
御
清
勝
欣
候
此
事
に
候
。
扨
は
」

と
し
た
が
、「
教
育
史
」・「
有
朋
伝
」
と
も

「
拝
啓
時
下
益
々
御
清
壮
慶
賀
此
事
に
存
候
。
陳
者
」

と
な
っ
て
い
る
。

 　

こ
の
相
違
は
、
恐
ら
く
「
教
育
史
」、「
有
朋
伝
」
あ
る
い
は
そ
の
両
者
が
「
写
し
」
か
ら
翻
刻
・
採
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め

だ
と
考
え
ら
れ
る
。「
教
育
史
」、「
有
朋
伝
」
と
も
林
生
存
中
の
採
録
で
あ
る
。
し
か
し
、
書
簡
そ
の
も
の
は
、
林
か
ら
遺
族
に
引

き
継
が
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、「
教
育
史
」、「
有
朋
伝
」
の
作
成
時
点
で
「
写
し
」
が
作
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
結
果
、

両
採
録
と
も
原
文
と
相
違
し
た
時
候
挨
拶
か
ら
書
き
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
候
挨
拶
文

お
よ
び
起
こ
し
は
、
入
江
に
よ
る
添
え
書
き
の
挨
拶
文
、
起
こ
し
に
似
通
っ
て
お
り
、
何
か
し
ら
の
混
同
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

②
第
二
段
落
最
終
部
分

本
稿
で
は
、
第
二
段
落
の
最
終
部
分
を

「
遂
に
は
大
勢
の
赴
く
處
、
兵
力
に
訴
ふ
る
も
の
と
覺
悟
せ
ざ
る
可
ら
ざ
る
義
と
存
候
」

と
し
た
。
し
か
し
、「
教
育
史
」
で
は

「
遂
に
は
勢
の
赴
く
處
、
国
難
を
醸
成
す
る
迄
に
立
至
る
も
の
と
覺
悟
せ
ざ
る
可
ら
ざ
る
義
と
存
候
」

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
「
有
朋
伝
」
で
は

「
遂
に
は
勢
い
の
赴
く
處
、
兵
力
に
訴
ふ
る
迄
に
立
至
る
も
の
と
覺
悟
せ
ざ
る
可
ら
ざ
る
義
と
存
候
」
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で
あ
る
。

 　
「
教
育
史
」
は
、
一
九
二
六
（
大
正
十
五
）
年
に
出
版
さ
れ
て
い
る
の
で
、
い
わ
ゆ
る
幣
原
外
交
の
情
勢
下
で
、
か
な
り
公
的
な

性
格
の
強
い
書
物
に
お
い
て「
兵
力
に
訴
ふ
る
」と
い
う
表
現
を
避
け
、原
文
の
文
意
を
受
け
て
修
正
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

し
か
し
、
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
の
「
有
朋
伝
」
は
、
編
述
者
が
徳
富
猪
一
郎
（
蘇
峰
）
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
原
文
（
た
ぶ
ん
、

「
写
し
」）
と
「
教
育
史
」
の
表
現
を
踏
ま
え
て
、
新
た
な
言
い
回
し
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

③
第
三
段
落
の
「
賢
才
」
に
つ
い
て

本
稿
で
は
、

「
幾
多
の
賢
才
良
將
籌
謀
宜
し
き
を
得
」

と
し
た
が
、「
有
朋
伝
」、「
教
育
史
」
と
も

「
幾
多
の
賢
宰
良
將
籌
謀
宜
し
き
を
得
」

と
な
っ
て
い
る
。

 　
「
賢
宰
」
と
い
う
表
現
は
一
般
的
で
は
な
く
、「
賢
才
」
は
よ
く
用
い
る
。
原
文
は
、「
賢
才
」
な
の
で
、
恐
ら
く
「
写
し
」
作
成

段
階
で
の
誤
字
ま
た
は
当
て
字
と
思
わ
れ
る
が
、「
有
朋
伝
」、「
教
育
史
」
と
も
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
る
。「
写
し
」
が
存
在
し
た
の

で
は
な
い
か
と
す
る
根
拠
と
し
て
取
り
上
げ
て
お
く
。

④
第
三
段
落
最
終
部
分

本
稿
で
は
、

「
當
時
帝
國
は
列
強
の
間
に
位
し
其
地
位
必
ず
し
も
今
日
の
如
く
重
要
な
ら
ざ
り
し
に
も
因
る
べ
く
候
」
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と
し
た
が
、「
有
朋
伝
」、「
教
育
史
」
と
も

「
當
時
帝
國
は
列
強
の
間
に
伍
し
其
地
位
必
ず
し
も
今
日
の
如
く
重
要
な
ら
ざ
り
し
に
も
因
る
べ
く
候
」

 
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
次
段
落
の
「
帝
國
は
事
實
上
諸
列
強
と
伍
を
同
く
す
る
に
至
り
た
る
而
巳
な
ら
ず
」
に
影
響
さ
れ
た
も
の
と

思
う
が
、
こ
こ
で
は
、
意
味
か
ら
し
て
も
「
位
し
」
で
あ
る
と
判
断
す
る
。
こ
れ
も
両
採
録
に
共
通
し
て
い
る
の
で
、「
写
し
」
が

存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
根
拠
で
あ
る
。

⑤
第
四
段
落
最
終
の
前
文

本
稿
で
は

「
之
を
想
へ
ば
日
夜
、
忱
に
憂
に
堪
へ
ざ
る
次
第
に
有
之
候
」

と
し
た
が
、「
教
育
史
」
で
は

「
之
を
想
へ
ば
日
夜
沈
憂
に
堪
へ
ざ
る
次
第
に
有
之
候
」

で
あ
り
、「
有
朋
伝
」
で
は

「
之
を
想
へ
ば
日
夜
忡
憂
に
堪
へ
ざ
る
次
第
に
有
之
候
」

 

と
な
っ
て
い
る
。
原
文
の
「
忱
」
を
ど
う
扱
う
か
の
違
い
で
あ
る
が
、
原
文
で
は
「
忱
ニ
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
、「
ま
こ
と
に
」

と
読
む
こ
と
に
す
る
。

　

以
上
が
本
文
の
既
採
録
二
種
と
本
稿
採
録
の
重
要
な
相
違
点
に
つ
い
て
の
校
訂
箇
所
で
あ
る
。

三　

本
書
簡
の
時
代
背
景

本
書
簡
が
話
題
に
し
て
い
る
内
容
は
、
大
正
初
期
山
口
県
に
お
け
る
青
年
団
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
幾
つ
か
の
関
連
す
る
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文
献
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
書
簡
の
背
景
を
探
っ
て
み
た
い
。

林
市
藏
は
、一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
十
一
月
四
日
「
願
ニ
依
リ
東
洋
拓
殖
株
式
會
社
理
事
ヲ
免
ス
」
と
な
る
が
、翌
一
九
一
七
（
大

正
六
）
年
一
月
十
七
日
付
け
で
、
任
山
口
県
知
事
敍
高
等
官
一
等
二
級
俸
下
賜
と
な
っ
た
。
東
洋
拓
殖
理
事
時
代
に
一
度
廃
官
と
な
っ

て
い
た
の
で
、
再
び
官
に
就
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
山
口
県
知
事
も
同
年
十
二
月
十
六
日
ま
で
の
十
一
ヶ
月
間
で
、
翌
日
付
で
大
阪

府
知
事
と
な
り
、
そ
の
地
で
大
阪
府
方
面
委
員
の
創
設
に
関
わ
る
こ
と
に
な
る
。
本
書
簡
は
、
山
縣
有
朋
が
林
の
山
口
県
知
事
時
代
の

治
績
に
対
し
て
評
価
し
た
内
容
を
送
っ
た
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
林
の
山
口
県
知
事
時
代
は
、
第
一
次
大
戦
の
戦
後
準
備
共
励
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
た
が
、
在
任
中
の
治
績
と
し
て
は
、

そ
れ
に
関
連
し
て
、
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
に
青
年
団
指
導
方
針
・
補
習
教
育
・
公
有
林
野
・
産
業
組
合
・
蚕
糸
業
・
輸
出
奨
励
な

ど
に
つ
い
て
訓
令
を
出
し
た
と
さ
れ
る
。「
こ
の
う
ち
、
青
年
団
の
指
導
と
公
有
林
野
の
整
理
は
、
林
知
事
の
と
く
に
重
視
す
る
と
こ

ろ
で
あ
っ
た
。
林
知
事
は
、
共
励
運
動
を
県
下
に
広
く
展
開
さ
せ
る
た
め
、
大
規
模
な
講
演
会
を
企
画
し
た
。
講
師
と
し
て
は
、
当
時

参
謀
長マ
マ
で
あ
っ
た
田
中
義
一
ら
を
ま
ね
き
、
市
町
村
の
有
力
者
を
網
羅
的
に
招
集
し
て
、
六
年
九
月
二
十
三
、二
十
四
日
に
山
口
町
で

開
催
し
た
。
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
共
励
運
動
は
各
町
村
で
自
主
的
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
」（4）
と
す
る
評
価
が
あ
る
。
こ
れ

に
よ
る
と
田
中
の
講
演
は
九
月
二
十
三
日
か
二
十
四
日
で
あ
り
、
本
書
簡
の
日
付
は
「
十
月
十
五
日
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
田
中
義

一
（
当
時
、
陸
軍
中
将
・
参
謀
次
長
。
参
謀
総
長
は
、
上
原
勇
作
。）
は
帰
京
後
す
ぐ
に
山
縣
に
報
告
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
本
書

簡
が
認
め
ら
れ
た
も
の
と
判
断
し
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
時
期
の
政
府
の
青
年
団
対
策
と
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
地
方
改
良
運
動
に
関
連
し
て
展
開
さ
れ
て
き
た
政
策
の
結
果

と
し
て
、
本
格
的
な
官
製
団
体
と
し
て
育
成
が
開
始
さ
れ
よ
う
と
す
る
時
期
に
当
っ
て
い
た
。

こ
の
書
簡
の
時
期
よ
り
十
年
以
前
の
一
九
〇
八
（
明
治
四
一
）
年
十
月
、
戊
申
詔
書
が
発
布
さ
れ
た
。
戊
申
詔
書
は
、
日
露
戦
争
に

か
ら
く
も
勝
利
し
た
日
本
が
、
ま
が
り
な
り
に
も
西
欧
列
強
と
肩
を
並
べ
得
た
と
認
識
し
、
そ
の
地
位
に
見
合
っ
た
経
済
力
を
身
に
つ
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け
よ
う
と
し
て
、
国
民
に
対
し
勤
労
と
共
同
一
致
の
必
要
性
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
国
民
を
し
て
国
家
目
標
達
成
に
邁
進
さ

せ
よ
う
と
し
て
、
そ
の
た
め
に
精
神
や
道
徳
を
示
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
上
こ
の
詔
書
は
、
日
露
戦
後
に
内
務
省
を
中
心
に
推
進
さ
れ

た
「
地
方
改
良
運
動
」
を
支
え
る
精
神
的
基
盤
の
表
明
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
運
動
の
内
実
は
、
戦
時
経
済
に
よ
っ
て
疲
弊
し

た
町
村
財
政
建
て
直
し
と
経
済
的
疲
弊
に
よ
っ
て
荒
ん
だ
生
活
習
俗
改
良
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
「
明
治
四
一
年
桂
内
閣

下
に
発
布
さ
れ
た
戊
申
詔
書
を
精
神
的
な
軸
と
し
て
、「
個
人
と
家
と
町
村
を
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
て
国
家
秩
序
を
つ
く
り
な
お
そ
う
と
す

る
」
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
具
体
的
な
施
策
と
し
て
は
、
一
定
の
民
力
（
経
済
力
、
富
ス
ト
ッ
クの
蓄
積
）
の
増
大
化
と
と
も
に
、
国
家
秩
序

と
そ
れ
を
支
え
る
徳
義
を
再
建
す
る
た
め
に
、
農
会
、
青
年
会
、
処
女
会
な
ど
の
地
域
的
諸
団
体
の
指
導
力
が
期
待
さ
れ
、
地
方
行

政
の
末
端
の
単
位
と
し
て
重
層
的
に
再
把
握
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
」（5）
と
評
価
さ
れ
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
青
年
団
が
注
目
さ
れ
た
の
は
、
さ
ら
に
そ
れ
よ
り
数
年
前
の
一
九
〇
五
（
明
治
三
八
）
年
で
あ
る
と
さ
れ
る
。「
地
方

の
青
年
団
体
が
政
府
官
僚
に
よ
り
初
め
て
着
目
さ
れ
た
の
は
明
治
三
八
年
四
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
勅
命
に
よ
っ
て
芳
川
顕
正
内
相
が

戦
時
下
の
地
方
（
九
州
、
四
国
、
中
国
、
近
畿
、
東
海
の
二
府
一
五
県
）
状
況
を
視
察
し
た
さ
い
、
折
り
か
ら
各
地
で
高
ま
り
を
み
せ

て
い
た
青
年
団
体
の
〈
銃
後
活
動
〉
に
彼
ら
は
こ
と
の
ほ
か
強
い
印
象
を
も
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
」（6）
と
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、

日
露
戦
の
銃
後
活
動
と
し
て
従
来
の
若
者
組
と
異
な
っ
た
組
織
と
し
て
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
こ
か
ら
一
貫
し
て
青
年
団

が
官
製
組
織
に
転
じ
て
い
く
の
で
は
な
い
。「
政
府
が
地
方
の
青
年
団
体
に
初
め
て
着
目
し
た
明
治
三
八
年
以
降
、
一
見
政
府
の
青
年

団
指
導
は
一
貫
し
て
積
極
的
に
展
開
さ
れ
た
か
の
ご
と
き
観
が
あ
る
が
、
事
実
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。（
中
略
）
明
治

三
八
年
か
ら
第
一
次
の
訓
令
が
出
さ
れ
た
大
正
四
年
ま
で
の
一
〇
年
間
に
、
内
閣
は
六
回
、
内
務
大
臣
は
一
〇
回
（
七
名
）、
文
部
大

臣
は
一
一
回
（
一
一
人
）
も
更
迭
さ
れ
る
と
い
う
慌
し
い
政
局
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
地
方
改
良
と
い
う
大
筋
の
方
針
で
は
一
貫

し
て
い
て
も
、
個
々
の
対
象
や
具
体
策
に
変
動
が
あ
っ
た
こ
と
、
し
た
が
っ
て
青
年
団
に
対
す
る
認
識
や
方
針
に
も
か
な
り
の
曲
折
が

あ
り
、
時
に
は
閑
却
さ
れ
た
時
期
が
あ
っ
た
と
し
て
も
怪
し
む
に
足
り
な
い
で
あ
ろ
う
」（7）
と
い
う
実
状
で
あ
っ
た
と
理
解
で
き
る
の
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で
あ
る
。

し
か
し
、
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
に
至
っ
て
事
情
が
変
化
し
て
く
る
。
つ
ま
り
「
大
正
期
に
お
け
る
青
年
団
改
編
の
試
み
は
、
日

露
戦
後
か
ら
展
開
さ
れ
る
地
方
改
良
運
動
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
政
府
は
、
内
務
省
通
牒
「
地
方
青
年
団
体
向
上
発
達
ニ

関
ス
ル
件
」（
一
九
〇
五
年
九
月
）
お
よ
び
文
部
省
通
牒
「
青
年
団
に
関
ス
ル
件
」（
同
年
一
二
月
）
に
あ
る
よ
う
に
、
日
露
戦
後
ま
も
な

く
か
ら
青
年
団
体
に
着
目
し
て
い
た
。
／
そ
の
後
、
内
務
省
と
文
部
省
は
、
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
に
「
青
年
団
ノ
指
導
発
達
ニ
関

ス
ル
件
」（
以
下
「
第
一
次
訓
令
」
と
略
）
を
共
同
で
発
布
し
、
青
年
団
に
対
す
る
組
織
化
へ
の
関
心
を
明
白
に
し
た
」（8）
の
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
の
大
ま
か
な
展
開
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

 

大
正
四
年
、内
務
・
文
部
両
省
は
訓
令
を
発
し
て
、青
年
団
の
設
立
を
大
い
に
奨
励
し
た
。
青
年
団
の
行
な
う
事
業
に
つ
い
て
は
、こ
の
訓
令
に
「
青

年
修
養
の
機
関
た
り
、
そ
の
本
旨
と
す
る
所
は
青
年
を
し
て
健
全
な
る
国
民
、
善
良
な
る
公
民
た
る
の
素
養
を
得
し
む
る
に
あ
り
」
と
示
さ
れ
て

お
り
、
①
補
習
教
育　

②
訓
練
事
業　

③
体
育
・
娯
楽
等
の
事
業
を
実
施
し
て
い
た
。
青
年
団
に
関
し
て
は
、
大
正
四
年
か
ら
九
年
ま
で
の
間
に
、

内
務
・
文
部
両
大
臣
の
連
名
を
も
っ
て
、
し
ば
し
ば
訓
令
な
ら
び
に
通
牒
が
発
せ
ら
れ
て
、
必
要
な
指
示
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中

央
の
方
針
を
う
け
て
、
道
府
県
・
市
町
村
は
、
青
年
団
に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
て
、
そ
の
事
業
を
奨
励
し
て
お
り
、
そ
の
額
は
、
大
正
九
年
度

に
お
い
て
、
総
額
五
四
万
円
に
達
し
て
い
る
。
青
年
団
の
事
業
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
大
い
に
盛
ん
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
大
正
八
年
十
一
月

現
在
の
内
務
省
調
査
に
よ
る
と
、
団
体
の
総
数
一
八
、一
五
七
、
団
員
総
数
二
七
四
万
人
、
一
ヵ
年
の
経
費
総
額
一
二
六
万
円
と
な
っ
て
い
る
（9）
。

こ
の
よ
う
に
、
日
露
戦
後
の
国
家
経
営
策
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
た
地
方
改
良
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
く
の
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
、

青
年
団
が
地
方
改
良
の
担
い
手
に
な
っ
て
い
っ
た
。「
そ
れ
ま
で
部
落
を
根
拠
に
つ
く
ら
れ
て
い
た
青
年
団
は
町
村
・
郡
の
連
合
青
年

会
に
統
合
さ
れ
て
い
き
、
内
務
官
僚
の
支
配
下
に
お
か
れ
る
官
製
青
年
団
に
転
化
し
て
い
く
。
地
方
改
良
運
動
下
の
青
年
団
は
、
夜
学
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会
や
試
作
地
経
営
・
植
林
・
共
同
貯
蓄
・
共
同
販
売
・
道
路
修
繕
・
道
標
建
設
・
納
税
促
進
な
ど
社
会
奉
仕
事
業
を
す
こ
ぶ
る
活
発
に

お
こ
な
っ
た
。
こ
の
か
ん
、
青
年
の
修
養
が
決
し
て
無
視
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
つ
う
じ
て
勤
労
の
精
神
、
共
同

団
結
の
態
度
、
公
共
奉
仕
の
道
徳
な
ど
、
公
民
的
訓
練
を
お
こ
な
う
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
い
わ
ゆ
る
「
事
業
青
年
団
」
的
傾
向
が
つ
よ

く
な
り
、青
年
団
の
政
治
へ
の
関
与
を
禁
示
す
る
一
九
一
三
（
大
正
二
）
年
の
通
牒
が
出
さ
れ
た
の
ち
、一
九
一
五
（
大
正
四
）
の
内
務
・

文
部
第
一
次
共
同
訓
令
で
は
青
年
団
を
二
〇
歳
以
下
の
少
青
年
に
対
す
る
修
養
機
関
と
規
定
し
、
青
年
団
は
実
業
補
習
学
校
と
表
裏
一

体
を
な
す
も
の
と
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
」
（10）

の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
「
こ
の
（
大
正
四
年
の
‐
筆
者
）
訓
令
お
よ
び
通
牒
の
発
議
が
当
時
陸
軍
軍
務
局
長
の
田
中
義
一
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
事

実
は
、
青
年
団
関
係
者
に
は
そ
の
頃
か
ら
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
。
明
治
四
三
年
に
帝
国
在
郷
軍
人
会
を
創
設
し
、
大
正
二
年
に
は
渡
欧

し
て
各
国
の
在
郷
軍
人
会
と
青
年
団
体
を
視
察
し
た
田
中
は
、
第
一
次
大
戦
勃
発
の
直
後
に
帰
国
す
る
や
、
戦
争
の
後
に
は
必
ず
「
思

想
上
の
大
反
動
が
起
こ
る
に
相
違
な
い
」
と
い
う
展
望
の
下
に
青
年
団
の
組
織
化
に
乗
り
出
し
た
の
で
あ
る
」
（11）

と
さ
れ
る
青
年
団
と

田
中
の
関
係
が
背
景
に
あ
っ
た
。
林
が
田
中
を
講
師
と
し
て
招
聘
し
た
理
由
は
、
こ
の
辺
り
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
田
中
の
位
置
づ
け
に
象
徴
さ
れ
る
軍
と
の
関
係
は
、「
訓
令
で
青
年
団
の
本
質
を
修
養
機
関
と
規
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、

広
義
に
は
天
皇
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
注
入
教
化
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
通
牒
で
団
員
の
最
高
年
齢
を
二
〇
歳
と
限
定
す
る
こ
と
で
、
青

年
団
を
壮
丁
の
予
備
教
育
機
関
と
し
て
把
握
し
、
そ
の
意
味
で
狭
義
に
は
軍
国
主
義
の
教
化
を
図
る
こ
と
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
青
年
団

の
す
べ
て
の
事
業
目
的
を
修
養
に
向
け
る
こ
と
で
青
年
団
の
非
政
治
化
を
堅
持
し
、
土
地
の
名
望
家
を
団
長
に
推
戴
し
て
青
年
団
に
対

す
る
強
力
な
支
配
体
制
を
企
て
た
も
の
、
と
い
え
る
」
（12）

と
さ
れ
る
評
価
が
な
さ
れ
て
も
否
定
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
こ
の
訓
令
・
通
牒
を
受
け
て
、
各
地
で
多
様
な
青
年
団
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
山
口
県
で
は
、「
県
は
こ

の
訓
令
（
第
一
次
訓
令
|
筆
者
）
に
よ
り
従
来
の
青
年
団
は
内
容
を
改
善
し
、
新
組
織
の
も
の
は
、
そ
の
趣
旨
方
針
に
よ
っ
て
設
置
せ

し
め
大
い
に
発
達
せ
し
め
ん
と
し
た
。
／
然
る
に
欧
州
大
戦
の
酣
な
る
時
、
県
は
山
口
に
お
い
て
戦
後
準
備
共
励
会
を
開
き
青
年
団
の
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設
置
改
善
を
以
て
其
の
一
大
要
項
と
し
、
大
正
六
年
八
月
訓
令
を
以
て
青
年
団
指
導
指
針
を
示
す
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
」
（13）

の
で
あ
り
、

そ
れ
は
林
市
藏
山
口
県
知
事
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

大
正
六
年
八
月
山
口
県
訓
令
第
三
号
と
し
て
発
出
さ
れ
た
「
青
年
団
指
導
指
針
」
は
、「
・
勅
語
奉
読
、・
補
習
教
育
、・
体
力
増
進
」

を
三
大
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
い
た
。
具
体
的
に
は
「
全
県
的
な
青
年
団
奨
励
の
起
点
を
な
す
こ
の
訓
令
は
、
①
義
務
教
育
終
了
か
ら
満

20
歳
ま
で
の
青
少
年
層
の
青
年
団
へ
の
組
織
化
、②
〈
三
大
綱
目
〉、す
な
わ
ち
「
精
神
修
養
」
＝
勅
語
奉
読
、「
補
習
教
育
」
＝
知
能
啓
発
、

「
体
力
増
進
」
＝
体
育
例
会
の
指
定
に
よ
る
活
動
内
容
の
充
実
、
③
郡
青
年
団
の
設
立
に
よ
る
町
村
青
年
団
の
指
導
強
化
、
④
小
学
校
長
・

中
学
校
長
・
名
望
家
を
指
導
者
と
し
、
市
町
村
吏
員
・
小
学
校
教
員
・
警
察
官
・
在
郷
軍
人
・
神
職
・
僧
侶
を
協
力
者
と
す
る
指
導
力

の
強
化
と
そ
の
た
め
の
指
導
者
養
成
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
方
針
は
急
速
に
具
体
化
し
、「
大
正
七
年
一
月
ま
で
に
県
下
各
町

村
青
年
団
組
織
の
改
造
を
完
了
」
し
た
と
い
わ
れ
、
上
部
団
体
で
あ
る
郡
青
年
団
も
（
中
略
）
急
速
に
整
備
さ
れ
た
。
こ
こ
に
町
村
青

年
団
が
団
員
を
直
接
掌
握
す
る
指
導
系
統
が
成
立
す
る
」（14）
と
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
て
い
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
成
果
に
繋
が

る
端
緒
の
取
り
組
み
に
対
し
て
、
田
中
が
山
縣
に
報
告
し
、
林
を
激
励
さ
せ
た
の
が
本
書
簡
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
「
県
当
局
は
、
青
年
団
の
活
動
内
容
を
具
体
的
に
規
定
し
た
１
９
１
７
（
大
正
6
）
年
以
降
、｢

撃
剣
柔
道
角
力
射
的
運
動

会
を
催
し
体
力
を
増
進
し
剛
健
尚
武
の
気
風
を
要
請
す
る
こ
と｣

を
め
ざ
し
、特
に
剣
道
の
普
及
に
務マ
マ
め
た
。寒
稽
古
の
奨
励（
１
９
１
８

年
〜
）、
大
日
本
武
徳
会
主
催
全
国
青
年
演
武
大
会
へ
の
選
手
派
遣
（
１
９
１
９
年
〜
）、
中
堅
青
年
武
道
講
習
会
（
１
９
２
２
年
〜
）、

な
ど
の
一
連
の
施
策
が
そ
れ
で
あ
り
、
指
導
者
に
は
、
小
学
校
教
員
、
警
察
官
、
県
嘱
託
の
武
道
教
師
が
あ
た
っ
た
」（15）
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
林
は
、
第
五
高
等
中
学
校
在
学
中
に
撃
剣
部
に
所
属
し
、
活
躍
し
て
い
た
の
で
あ
り
、「
特
に
剣
道
の
普
及
」
が
な
さ
れ
た

の
は
、
そ
の
こ
と
と
無
縁
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
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お
わ
り
に

本
書
簡
の
本
文
は
、
大
正
末
期
お
よ
び
昭
和
初
期
に
出
版
さ
れ
た
両
資
料
に
二
度
に
わ
た
っ
て
翻
刻
・
採
録
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、

ど
う
い
う
意
味
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。

明
治
末
期
に
官
に
よ
っ
て
注
目
さ
れ
た
青
年
団
が
、
紆
余
曲
折
を
経
て
、
大
正
初
期
に
は
官
製
団
体
と
し
て
再
編
さ
れ
て
い
く
。
本

稿
で
は
、
そ
の
端
緒
だ
け
を
書
簡
の
時
代
背
景
と
し
て
扱
っ
た
。
し
か
し
、
青
年
団
再
編
の
当
初
の
目
的
は
、
文
部
省
と
内
務
省
、
軍

の
思
惑
を
そ
れ
ぞ
れ
活
か
し
な
が
ら
も
妥
協
的
な
も
の
で
あ
っ
た
も
の
の
、
後
に
は
次
第
に
軍
組
織
へ
の
つ
な
が
り
が
公
然
た
る
も
の

と
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
も
あ
る
。
本
書
間
は
、
文
部
省
、
内
務
省
、
軍
の
意
図
が
錯
綜
し
て
い
た
そ
の
端
緒
に
、
軍
を
代
表
し
て
青

年
団
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
た
田
中
義
一
が
、
長
州
閥
と
い
う
よ
り
、
藩
閥
の
代
表
と
し
て
の
山
縣
有
朋
を
慫
慂
し
て
書
か
し
め
た
書

簡
で
あ
り
、
後
の
二
種
の
採
録
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
刊
行
時
点
に
お
い
て
、
ま
さ
に
田
中
、
つ
ま
り
軍
の
意
図
を
よ
く
知
ら
し
め
る
性

格
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
に
そ
う
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
後
の
政
治
家
、
田
中
義
一
と
こ
の
時
期
の
田
中
の
関
連
を
捉
え

る
上
か
ら
も
興
味
深
い
資
料
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
本
稿
の
範
囲
で
は
な
い
。

つ
ま
り
、
筆
者
が
明
ら
か
に
し
た
か
っ
た
の
は
、
そ
の
辺
の
事
情
で
は
な
く
、
林
市
藏
が
青
年
団
施
策
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て

得
た
経
験
が
、
そ
の
後
の
大
阪
府
方
面
委
員
制
度
の
創
設
に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
で

は
、
そ
の
問
題
意
識
の
上
に
、
大
正
期
の
青
年
団
問
題
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
し
た
が
、
主
目
的
は
書
簡
の
翻
刻
お
よ
び
採
録
で
あ

る
の
で
、
そ
の
考
察
は
、
も
と
よ
り
充
分
で
は
な
い
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。
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注（1）　
 

こ
の
書
簡
も
含
め
て
、
林
市
藏
遺
品
一
式
は
、
近
々
公
的
機
関
に
寄
贈
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

（2）　

 
山
口
県
教
育
会
編
纂
『
山
口
縣
教
育
史
』
下
巻
、
一
九
二
五
年
、
六
四
七
‐
六
五
〇
頁
。（
復
刻
は
、
日
本
「
教
育
史
」
文
献
集
成
第
十
八
回
配
本
、

第
一
書
房
、
一
九
八
二
年
）

（3）　

 

徳
富
猪
一
郎
編
述
『
公
爵
山
縣
有
朋
傳
』
山
縣
有
朋
公
記
念
事
業
会
、
一
九
三
三
年
、
一
一
八
七
‐
一
一
八
九
頁
。

（4）　

 

歴
代
知
事
編
纂
会
『
日
本
の
歴
代
知
事
』
第
三
巻
上
、
歴
代
知
事
編
纂
会
、
一
九
八
二
年
、
三
七
六
頁
。

（5）　

 

田
中
和
男
「
近
代
日
本
の
「
名
望
家
」
像
‐
地
方
改
良
運
動
で
の
「
篤
志
家
」
と
民
衆
」『
社
会
科
学
』
第
三
七
号
、
一
九
八
六
年
、
二
五
六
頁
。

（6）　

 

平
山
和
彦
『
合
本
青
年
集
団
研
究
史
序
説
』
新
泉
社
、
一
九
八
八
年
、
下
巻
十
一
頁
。

（7）　

 

平
山
和
彦
、
同
右
書
、
十
七
‐
十
八
頁
。

（8）　

 

稲
永
祐
介
「
大
正
期
青
年
団
に
お
け
る
公
徳
心
の
修
養
‐
一
木
木
喜
徳
郎
の
自
治
構
想
を
中
心
に
‐
」『
近
代
日
本
研
究
』
第
二
二
巻
、
二
〇
〇
五

年
、
一
六
三
頁
。

（9）　

 

大
霞
会
編
『
内
務
省
史
』
第
三
巻
、
原
書
房
、
一
九
七
〇
年
、
三
七
九
頁
。

（10）　

 

宮
坂
広
作
『
近
代
日
本
社
会
教
育
史
の
研
究
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
六
八
年
、
一
八
六
頁
。

（11）　

 

平
山
和
彦
、
前
掲
書
、
二
三
‐
二
四
頁
。

（12）　

 

平
山
和
彦
、
同
右
書
、
二
三
頁
。

（13）　

 

山
口
県
教
育
会
編
纂
、
前
掲
書
、
六
三
八
‐
六
三
九
頁
。

（14）　

 

高
津
勝
「
昭
和
恐
慌
期
の
農
村
青
年
と
ス
ポ
ー
ツ
‐
山
口
青
年
団
機
関
誌
『
山
口
県
青
年
』
の
分
析
を
中
心
に
‐
」『
一
橋
大
学
研
究
年
報　

自
然

科
学
研
究
』
第
一
九
巻
、
一
九
七
九
年
、
七
二
‐
七
三
頁
。

（15）　

 

高
津
勝
、
同
右
論
文
、
八
〇
‐
八
一
頁
。
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本
稿
は
、平
成
十
九
・
二
十
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究（
C
）「
林
市
藏
と
方
面
委
員
制
度
の
関
係
に
つ
い
て
の
歴
史
的
研
究
」

（
課
題
番
号
：
一
九
五
三
〇
五
二
五
。
研
究
代
表
者
：
小
笠
原
慶
彰
）
お
よ
び
平
成
二
十
年
度
京
都
光
華
女
子
大
学
特
別
研
究
費
に
よ

る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。




